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高圧ケーブルから
異臭が・・・・

いわき事業所  熊田　稔

今回は、お客さまの電気設備に異常があり停電事故となった事例をご紹介いたします。

当協会では、突発的な電気事故に迅速に対応できるように、受付及び出動体制は、24時間365

日整えています。

ある日の午後５時ごろ、お客さまの連絡責任者から ｢キュービクル付近から異臭があり、電気

が来なくなってしまった。至急来てほしい｣ と非常に慌てた口調で連絡を受け、職員３名がお客

さまのもとへ駆けつけました。

現場到着後、状況を確認したところ、工場の天井照明は消えて薄暗く、周囲には異臭が立ち込め

ていました。復旧作業を迅速に行うため受電設備の柱上側、キュービクル側及び作業監視者に役割

分担し、調査を進めたところ柱上側の点検を行っていた職員が6,600ボルト受電設備の漏電事故

を検出する高圧用地絡継電器に動作表示があり、責任分界点柱上に設置されている高圧開閉器が

自動開放しているのを確認しました。次にキュービクル側点検者が事故探査を進めていたところ

高圧引込ケーブル線の端末処理部に異常があることを確認しました。

高電圧絶縁抵抗計を使用し、高圧引込ケーブル線の絶縁状態を慎重に診断したところ、ケーブ

ルを構成する３本の電線のうち１本の屋外側端末処理部から雨水が浸入し受電設備内（キュービ

クル）のケーブル端末処理部まで達して絶縁破壊したことによるものと判明し、この引込ケーブ

ル線は使用継続不能となり交換が必要となりました。

早急に復電するため、お客さまの連絡責任者とともに取引のある電気工事会社を手配し、その

日のうちに高圧引込ケーブル線を交換し全面復旧となりました。

高圧ケーブル線の耐用年数は、一般的に25年でありますが、今回の高圧引込ケーブル線は施工

から20年を経過し設備更新のご案内をする矢先の事故となりました。

今回の事故のように突然停電す

ると、生産が停止することによる

多大な営業損失や取引先からの信

用失墜の他にも、万一波及事故に

よって周辺を停電させるような事

故になればさらに損害が拡大する

おそれがあります。

今回の事故を教訓として、更新

推奨時期が近づいた設備は、計画

的な更新をするようお客さまに提

案して事故の未然防止に努めてい

きたいと思います。
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